




























                                2006年 9月 7日 
東京地方検察庁特別捜査部御中 
 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。正義実現のための努力、ご苦労

様です。私は、政治団体救世国民同盟代表、久保田英文です。人類救済手段である超伝導

電磁エンジンの発明者でもあります。 
 私は、著作や発明、政治活動を行う前は、司法試験に十数年間、従事しました。しかし、

短答試験に数度合格しただけで、論文試験に合格することはできませんでした。その司法

試験の私の論文試験の採点で、不正が行われたと考えています。採点基準にない大減点が

行われたと考えています。私の論文試験の答案を発見して、再度採点する調査をお願いす

るためにこの手紙を書きました。受験票と成績表のコピーも同封しました。 
 私は人生がかかっているので、司法試験に全力を尽くしました。倦まず弛まず努力を続

けました。司法試験を受験していた当時は、返ってくる論文の成績表の成績が、自分が考

えていたものよりもずいぶん低くても、自分が至らないからだと思い、今度こそ、頑張っ

て良い成績を取って合格するぞと思うのが常でした。低い成績評価が重なり、疑問が増大

しても、受験生である以上、採点に異を唱えることは不利な結果を招くと考えました。そ

れに一受験生の言うことなど聞いてもらえないだろうと考えて、深刻に考えないように努

めていました。 
 私は昭和 58 年に東京大学法学部を卒業しました。但し、卒業アルバムには、昭和 57 年
に写真が載っています。在学中に、司法試験への挑戦を始めました。卒業後、千葉県に就

職しましたが、一年で退職しました。退職した年は、短答式試験を受けていません。そし

て、昭和 60年に初めて短答式試験に合格しました。 
 その後、昭和では 61年と 63年の 2回、平成に入って、元年、2年、4年と 5年の 4回、
都合 6回論文試験を受けました。昭和 60年にも短答式試験に合格しましたが、都合により、
受験できませんでした。昭和 62年の短答式不合格は、直前まで、病院に入院したためです。
平成 3年の短答式不合格は、試験当日体調が悪かったためです。 
 昭和 63 年の分から論文試験の成績表が残っていて、昭和 63 年が総合 C、平成元年が総
合 C、平成 2年が総合 Eでした。総合 Cを取って B、Aと上げて行くぞと熱心に勉強しま
したが、平成に入って上がりませんでした。ようやく、自分では十分合格できるほどよく

できたと満足に思っていた平成 4 年には総合 B をとりました。しかし、今度こそはと思っ
て受けた平成 5年の論文試験には、総合 Fをくらいました。 
この間、他人の論文試験の再現答案は何度も、見ました。辰巳法律研究所の論文試験受

験直後に合格者が再現した答案も見ました。それらと比べて、私の答案は遜色がないもの

が多かったし、より良い部分も少なくなかったと覚えています。自分も、論文試験を受け

た直後に再現答案を作成して、その答案に対する予備校の評価と成績表を比べていたら良

かったと思うのですが、論文試験に精魂を使い果たしてそのエネルギーは残っていないの
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が常でした。また、その後、整理をしたこともあり、当方には当時の自分の答案を再現す

る資料はまったく残っていません。 
 平成 6年の短答式試験の成績表は、全科目 A、総合 Aだったにもかかわらず、落ちまし
た。この翌年は、短答式試験を受験しても、指定された座席にじっと座って考えることが

できないほど、精神状態が悪くなり、多数の問題を残して途中で退席する結果となりまし

た。あてずっぽうにマークシートを埋めることはしたかもしれませんが。 
 試験に集中できないほど精神状態を悪化させてしまったこと。どれだけ努力しても報わ

れない論文試験成績表が返ってくる事などから、ほとほと法律学に嫌気が差し、司法試験

受験を断念しました。 
 その後は法律が嫌になったので、別の方面に進むことにし、論文や小説を書いたり、発

明を考えたりするようにしました。その結果、超伝導電磁エンジンという人類救済手段と

なる発明や、世界を黄金の時代に導く新経済システムや、諸学知を統合した哲学や、倫理

道徳に基礎を与える理論などを得ることができました。1999年には、政治団体救世国民同
盟をたちあげました。 
 そして、自分の能力が確認できた今になってみると、全精力を傾け十数年を費やしても

司法試験に合格できなかったのは、なぜなのか？ 不正が行われたのではないか？ とい

う疑問を強く思うようになりました。当時を考えれば考えるほど、採点基準にない大減点

が行われたとしか考えられないようになりました。それに、自分の影響力も少しはついた

のではないか、取り合ってもらえるのではないかと考えて、この手紙を送りました。不正

が行われたとしたら、司法試験を主催する側に不正を行う者が居たわけです。その背後に

は私を世に出すまいという勢力の力があったと考えられます。従って、事が重大ですので、

正義の守り手である特捜部にこの手紙を送りました。特に平成の答案を調査していただけ

るようにお願いします。 
 どうか、調査していただけるように宜しくお願い致します。 
                           敬具 
 
        
 
 
 
 
                 救世国民同盟代表 
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